
漢
籍
・
読
書
・
漢
文
考

師
範
学
校
の

っ
た
の
は
、

に
つ
い
て
、
法
規
的
に
漢
文
の
称
呼
が
定
ま

省
令
「
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及

こ
れ
に
先
き
立
つ
間
十
四
年
八
月

で

は

、

し

て

け

ら

に
お
い
て
で
あ
っ

汁
師
範
学
校
教
期
大
綱
」

れ
て
い
る
が
、
そ
れ

の
称
呼
は
必
ず
し
も

そ

L

お
い
て
、
将
来

-お
役け

こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
幾
つ

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
明
治
初
期

千

日券

美

原

か
ら
中
期
に
か
け
て
の
長
野
県
師
範
学
校
の
場
合
を
例
と
し
て
、
こ

の

州

知

に

お

け

つ

い

て

、

い

さ

さ

か

解

明

を

内」y
 

る
こ
と
に
す
る
。

の
解
明
に
も
、

( 80 ) 

の

い
で
あ
る
。

予
科
学
と
漢
籍

師
範
講
留
所
と

教
員
の
教
養

発
布
に
よ
っ
て
、

つ

の

J也

創

設

さ

れ

て

し

か

し

、

は
得
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
と
り
あ
え

ヘ
派
遣
し
、
小
学
教
則
・

て
、
順
次
県
下
の

こ
れ
に

-
作
文
の

ぐ〉

し、



-dtM、
立

仏

九

、

l

、ノ

作
同
パ
「

i
m作
t
J

。一

に
よ
れ
ば
、
読
書
の
試
験
内
容
は
、

の
一
節
に
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
附
け
る
こ

の
な
い
の
を
上
等
、
少
し
の
誤
り
が
あ
っ
て
も

な
い
も
の
を

の

こ
の

す
る
も
の
で
あ
っ

筑
摩
県
で
は
、

し
て
、

に
入
校
さ
せ
る
べ
き

た
も
の
と
し

の
文
部
省

ヒ

と
し
た
こ
と
と
、
通
じ
合
う
も
の
で

つ
で
も
、
例
え
ば

…
の
臼

略
h

と

と
あ
り
、
市
長
野
削
除
と
同
じ
く
漢
文
体
の
和

講
習
所
漢
籍
予

科
教
師

に
お
け
る
講
習
は
、
上
述
の
よ

、

( 81 ) 

一
四
・

多
く
は
漢
学
あ
る
い

世
的
教
養
や
履
歴
の

て、

は
、
次
の
よ
う
な

一
付
漢
籍
予
科
無
之
候
而
ハ

f畏



し
、
そ
の
た
め
に

れ
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

子
科
と

の
教
則
改
正
に
よ
り
、
東
京
師
範

じ
る
本
科
と
、
普
通
学
を

る。

教
授
す
る
余
科
の

改
め
、
予
科
を
終
え

し
め

み
、
本
科
で

し
て
い
る
。
こ
こ
に

本

科

と

て

い

た

こ

と

が

、

(
4〉

「
創
業
時
代
の
師
範
教
育
」
に
お
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

て

い

な

い

に

お

い

こ
う
と
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
一

は
終
わ
り
、
こ
れ

必
ず
し
も
期

待
し
う
る
も
の
で
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

る
。
そ
し
て

の
と
考
え
ら
れ

}
f

」

7
Y」

受
け
る
べ
き
予
科
学
と
し
て

て
七
年
十
月
二
十
七
日
、
間
上

山
加
藤
勤
を
月
俸
五
月
で
一
路
用
し
、

文
章
軌
範
ノ
類
講
義
」
を
さ
せ
て
い
る
。

郎
や
授
業
方
法
の
講
習
の
み
で
は
な
く
、

授
す
る
と
言
う
新
た
な
展
開
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

は
、
漢
文
体
の
史
書
と

2
v〈
章
軌
範
b

の
類
で
あ
っ
た
。

筑
摩
県
で
は
七
年
九
月
、
筑
摩
県
師
範
学
校
へ
の
改
編
が
認
可
さ

れ
、
師
範
学
校
と
し
て
の
展
開
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
七
年
十
一
月
、
悶
長
野
県
下
回
中
学
区
の
学

区
取
締
総
代
間
名
の
連
署
で
、
子
科
学
校
設
誌
に

い
を
県
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
ぺ
各
学
校

.
訓
導
補
助
或
ハ
落
第
之
者
等
多
分
有

ヨ
リ
立
至
リ
候
故
ニ
付
、
殆
然
慮
罷
在
料

大
、
確
然
タ
ル
教
員
陶
冶
仕
度
候
。

校

相

ノ

地

一

一
ハ
L
ム

に
正
科
の
教

し

く82) 

予
科
学
校
と
予

科
学
教
関

V-_) 

し、
ヨ
リ

依所
ア

と
の

に
よ
る
も
の
で
あ
っ

か
く
て
、

月



見
る
と
、

っ

こ

/uv

、W
N
W

-
算
術
・
作
文
の
間
科
と
な
っ
て
作
文
が
…

十
八
史
略
・
一
克
明
史
略
・っ

て
い
る
。

し
て
、

0) 

れ
て
い
る
。

両
県
師
範
学
校

期
の
漢
籍

段
階
へ
と
進
ん

一
年
と
し
て
四
級
に
分
け
、
四

と
し
、

ノ

師
範
生
一
一
各
課
ノ

の
科
目
に
漢
学
が
あ
り
、
内

一
級
の

を
指
定
し
て
い
る
。

ず
が
置
か
れ
て
い
る

だ

け

で

あ

る

が

、

こ

の

伺

い

の

朱

書

が

あ

り

、

し
て
把
え
て
い
る
一
部
も
知
ら
れ
る
。

で
は
、

>-
L同省

の

( 83 ) 

の

て
お
り
、
従
来
ど
お

-
文
章
軌
範
」

の
真
仮
文
の
作
文
、
算
術
の
四
科
が

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
八
年
十
月
間
長
野
県
は

省
に
提
出
し
た
が
、

級
に
作
文
が
あ
り
、

の
名
は
な
く
作
文
に



略四で
級は
で、

作
文

に
お
い
て
V
悦

れ
て
い
る
。

合
県
後
の
師
範
学

校
の
漢
籍
・
漢
文

J訟は
J{りな
i…く

でな
もつ一一
、て JVJ

し、

る。

の
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
が
と
も
に

し
て

け
ら
れ
て
い
る
。

一
年
前
半
期
第
m

の
五
科
目
で
、
別

・
日
本
外
史
・
十
八

一
部
さ
れ
て
い
る
。
こ

な
る
と
、

。〉

( 84 ) 

み
s
h

、
十

八

史

略

(

続

十

八

史

略

で

、

一

・

一

と
し
て
い
る

Q

こ
こ
に

め
て

の
で
あ
る
ο

既
述
の
よ
う
に
、



の
名
が
法
規
的

る
の

っ
た
か
ら
、
こ
の
郊

で
き
る
。
し
か
も
漢
籍
は

1
J
:
A
I
4
1
b
Z
E
L
、
道
、
プ
3

1
1刀
立
一
制
。
言
、
才
カ
カ
之

し
う
る
も
の
と
さ
れ
た
と

、
近
批
以
来
伝
統
的
に
広
が

っ
た
の
で
あ
る
。

り
か
つ

ら
れ
て
き
た
学
問
・

予
科
学
に
お
け

る
漢
籍
の
軽
重

に
よ
れ
ば
、

し
、
講
義
と
は

セ
シ
ム
い
こ
と
で
、
そ
の
番
目
は
「
日

八
大
家
文
・
日
本
外
史
」
で
あ
っ
た
。

つ
六
点
で
計
二
関
点
、
算
術
二
一
点
、
窮

理
七
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
給
講
義
の
配
点
は
地
に
比
し
て
五
六
%

と
遣
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
合
格
は
「
各
科
、

γ

一

分
ノ
一
以
上
ヲ
ル
モ
ノ
い
で
あ
っ
た
か
ら
、

も

の

は

か

あ

っ

レ
ぃ
・

ηJ

一

ず

J

v

四
名
は
落
館
、
他
に
退
校
二
名
が
い
た
。

時
の
教
員
の
予
科
学
的
教
義
・
学
カ
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
、
端
的
に
示
す
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
十
一
一
一
年
十
一
月
の
つ
長
野
県
小
学
師
範
学
校
規
則
」
に
お

い
て
、
科
目
別
選
授
業
時
教
を
見
る
と
、
第
一
期
八
科
司
総
週
時
数

一
一
八
時
間
中
、
一
四
時
も
あ
り
、
第
二
期
一
一
科
目
二
八
時
間

中

、

二

一

八

時

間

中

、

漢

文

六

時

・

第四
期
前
半
期
一
一
科

日
二
八
時
間
中
、
漢

な
っ
て
お

-
作
文

っ
て
お
り
、

外
山
内
斗
品
一

i
L
V
一

，... 
L 時

及
第
者

四
七

六四五一

匹l九四六

i
L
3
 

M
3札
一
本
』
張
、

(
五
五
)

一一八

-m

一
六
骨
四

一一・
mm
で
あ
っ
た
。
問
問
み
に
こ
の
試

の
た
め
科す

一
一
と
な

( 85 ) 

の
時
間
数

が
他
科
に
比
し
て
多

い
こ
と
が
知
ら
れ

る。 り

こ
れ
ら
に
よ
っ
て



あ
る
い
は
他

つ

い

て

、

の

あ

っ

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

漢

昨

力

が

、

教

員

と

し

て

の

基

礎

的

教

蕃

子

力

で

あ

り

、

の

総

体

と

し

て

、

教

義

の

基

礎

的

十

乙
し
て
把
え
ら
れ
て
い
一
百
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
こ

(

6

)

 

例
え
ば
長
野
町
に
は
高
井
鴻
山

のの
衣
笠

は
師
範

で
い
る
の

必
要
で
あ
っ
た
た
め
と
見
る
こ
と

師
範
学
校
教
期
大
綱
と
読
書

師
範
学
校
教
期

大
綱

1
1
:
j
:
、
?
‘

咳
記
ふ
i

匹
今
ハ
刃
向

に
関
す
る
最
初
の

る

教

期

大

抑

制

」

が

省

の
「
小
学
校
教
則
綱
領
ヘ
七
月
の
「
中

の
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
師
範

の
例
え
ば
初
等
師
範

・
算
術
・
地
理
・
物
理
・

・
体
操
で
、
こ
こ
に

の

の
名
は
見
ら
れ
ず
、
の
称
呼
と
な
っ
て
い
る
c

こ
の

は
、
週
総
授
業
時
数
二
八
時
間
中
、
第
一
年
前
半
期
の
初
等
二

中
等
五
級
・
高
等
八
級
で
は
一

0
時
間
も
あ
り
、
他
の
科
司
と
は
群

を
抜
い
て
多
く
な
っ
て
い
る
。

が
従
来
の
教
郊
と
質
的
に

・
本
科
(
正
科
)
の
区
別
加
を
止
め
て
、
と
も
に
本
科
と

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
教
別
大
幅
桝
」
に
つ
い
て
の

論
い
に
よ
れ
ば
、
「
予
科
一
一
在
テ
ハ
専
一
フ
普
通
学
科
ノ

知
識
ヲ
フ
ル
ヲ
旨
ト
シ
、
本
科
一
一
至
リ
始
メ
テ
教
育
学
・
学
校
管

理
法
等
ヲ
授
ク
ル
ヲ
常
ト
セ
シ
ガ
、
教
則
大
綱
一
一
於
テ
ハ
此
区
別
ヲ

止
メ
均
シ
グ
皆
本
科
ト
セ
リ
。
是
レ
他
ナ
シ
、
師
範
学
科
中
ノ
普
通

学
科
一
一
属
ス
ル
モ
ノ
ト
難
モ
、
唯
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

併
セ
一
ア
之
ヲ
児
友
一
一
伝
フ
ベ
キ
ノ
趣
向
ト
方
法
ヲ
講
究
セ
シ
メ
ズ
ン

パ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
一
ア
ナ
リ
」
と
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
単
に

知
識
と
し
て
の
普
通
学
だ
け
で
な
く
、
言
わ
ば
教
科
教
授
法
の
意
味

も
含
ま
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
読
書
は
、
も
は
や
予
科

は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
中
学
校
教
別
大
綱
」
で
は
、
そ

に
和
漢
文
が
あ
る
の
に
、
…
師
範
学
校
教
期
大

読
書
と
あ
る
の
は
、
小
学
校
教
則
総
領
い
に

で
あ
り
、
こ
れ
に

る

く86) 

に
こ
れ

う
こ
と
が
で
き

の

て
の
も
の

読
方
と
作
文
で
あ
っ



免
許
状
揺
与
規

開
と
読
審
科

の

の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
初
等
は

十

八

史

略

・

一

文

仮

名

交

り

文

・

・
十
八
史
略
・1

 
/
 

伝

γ
j
4
1
 

は
漢
文

と
な
る
と
と
も

五
っ
て

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
作
文
で

脳
文
が
、
高
等
に
な
る
と
仮
名

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
知
ら
れ
る
よ

の
こ
領
域
か
ら
な
り
、
そ
の
主
内
容
は

は
あ
る
が
、
こ
れ
に
小
学
校
の
読
本
や
和
文
が
加
わ
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
i;::. 

し

日
」
に
よ
る
と
、

る
が
、

家
文
・

が
削
ら
れ
、

で
は

に
代
わ
っ
て

と

な

り

、

し

て

他

の

番

目

は

い

ず

れ

も

漢

籍
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
修
身
科
に
お
い
て
、

十

五

年

の

で

と
並
ん
で

師
範
学
校
規
制

と
読
書
科

( 87 ) 

に
よ
れ
ば
、

・
算
術
・
習
字
・
地
理
・
舵
史
・
物
理
で
、

が
そ
の
内
務
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

7

け
る
読
書
科
に
つ
い
て
、
一
読
書
ハ
音
訓
ヲ
正
シ
フ
シ
字
義
ヲ

ニ
シ
、
章
句
篇
段
等
ヲ
区
別
シ
、
一
事
一
項
ニ
付
先
後
ノ
照
応
ト
始

ト
ヲ
審
ニ
シ
、
共
旨
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
理
会
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
嬰

文
章
ヲ
作
ラ
シ
ム
ル
ニ
ハ
、
仮
名
ノ
遣
と
方
並
文
字
ノ
断
続
及

ノ
活
用
ヲ
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
出
向
ト
ス
。
漢
文
一
一
至
リ
テ
ハ
字

起
承
転
数
ノ
諸
法
及
句

法
ヲ
一
部
シ
、

シ
テ
之
ヲ

ス。

ノ

ノ

ヲ
明
説
シ
、
凡
テ
例
ヲ

シ

、

一

切
ナ
ル
趣
ヲ



ハ

ノ

文

体

一

一

徴

フ

。

周
三
和
文
ハ
中
世
雅
馴
ノ
文
体
ヲ
用
ユ
」

て

の

の

は

、

次

の

と

ノレ

-
十
八
史
略
、
日
本

ヒ
仮
名
遣
等

ハ
通
俗
往

ノ

-
中
等
閉
級
・
高
等
七
級

勺
近
世
名
家
小
品
文
紗
」
、

、
日
本
文
典
ニ

前
期
同
一
関
ジ

仮
名
交
リ
文
ハ

的

i

、

ノ
府
知
、

明
日
一
司
グ

d
t
i
y

匂

I
t
s
s

‘

級

ヲ
ノ、

111J 

( 88 ) 

ク

ノ
八
街
・
吉
今
和
歌
集

の
中
心
を
な
す
内
容

・
十
八
史
略
・
正
統
文

人
関
係
で
は
、
第
一

吋
近
枇
名
家
小
品
文

作
文

第
四
年
後
期

知
ら
れ
る
よ
う
に
、

は
漢
文
で
あ
り
、

と
な
っ
て
い
る
。

年
後
期
と
第
四
年
前
期
に

明
治

O
刊



. 
昨 3

か文
典

日
本
文
W~ 

九'm
tこ刊治

そと
のな

つカl

てそ
いれ
るで。、

て
な
」
て
い
る
の
で

れ
ば
、
必
然
の
帰

ら
は
漢
文
も
湘
仰
せ
ら
れ
、

し
て
、
な

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
と
は
別
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
修
身
科
に
お
い
て

て
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
で
示
せ
ば
、

初
等
科
用
と
し
て

4
1口は

ポ
小

'f/

が

そ

れ

で

あ

る

。

こ

れ

は

十

一

の

に
お
け
る
小
学
校
の
教
科
の
米
足
に
あ
っ
た
修
身
が
、

の
改
正
つ
教
育
令
い
で
は
悶
一
践
に
震
か
れ
、
教
科
中

に
至
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

3
6
U
 

反
映
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

年
前
期
に
週
間
時
間
内
十
八
史
略

な
っ
て
い
る
。
漢
籍
が
そ
れ
ぞ
れ
の
に
応
じ

て
の
役
割
を
、
な
お
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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で
あ
る
。

し

に
よ
っ
て
、
「
師
範
学
校
教
則
大
綱
」
期
の
初
め

主
と
な
っ
て
は
い
た
が
、
次
第
に
関
諸
国
十
加
わ
り
、
い

わ
ゆ
る
国
漢
の
内
容
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し

て
常
に
そ
の
書
目
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
円
文
章
軌
範
同
一
で
あ
っ

た
。
立
細
部
川
匂
な
ど
の
信
書
は
む
し
ろ
修
身
科
の
教
科
用
図
書
と
し

て
で
あ
り
、
漢
文
体
の
和
漢
史
書
は
歴
史
科
の
教
科
用
図
書
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
。
漢
籍
は
な
お
各
教
科
に
お
い
て
有
用
な
役
割
を
担



っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

師
範
学
校
令
と
漢
文

の
勅
令

ら
れ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
「
師
範
学
校
教
則
大
綱
」
に
あ
っ

え

、

っ

そ

し

て

ノ
要
略
及
作
文
…
、

略
レ
と
さ
れ
た
ο

名
が
消

は
「
日
本
ノ
文

?

文

学

ノ

要

選
一
時
、
漢
文

期
退
二
時
と
な

や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。
女
生
徒
に
つ

い
に
代
わ
っ
て

首箇込

こ
の
よ
う
に
読
書
・
漢
文
と
分
離
し
、
漢
文
は
こ
こ
に
庖

と
並
び
、
時
間
数
も
逆
に
少
な
い
師
範
学
校
の
一
科
屈
と
な
っ
た

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

で

一

科

白

と

な

っ

て

い

る

。

悶

み

・
作
文
の
二
科
と
な
っ

ーは
年、

八
月
国
三五
日Q

と
な
てコ

以
上
、
・
漢
文
の
称
呼
さ
一
小
さ
れ
る
各
時
期
の

づ
け
や
意
味
に
つ
い
て
、
と
く
に
前
一
の
実
態
を
中
心
に
考
述
し

て
み
た
。

の
基
礎
的
教
養
・
学
力
と
し

の
正
科
に
対
し
て
予
科
学
と
し
て
の

の
中
心
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ

( 90 ) 

の
中
心

へ
の
階
梯
と
し
て
、
ま
唱

祝
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
…

け
ら
れ
た
が
、
当
一

っ
て
い
な
か
っ
た

お
け
る
藩
学
や

養
が
人
間
と
し

の
土
壌
と
し
て
、

て

-
学
力
と
し
て

に
こ
れ
を
求
め
る
に

そ
の
意
味
で
、

に
よ

な
さ
れ
た
の
で
あ
っ

こ
の

σコ

し
すこ

の
で
あ
る
。



斗
A
仇

け
ら
れ
、

丸
り
つ

し
泊、は

し

ら
の
展
開

明
治
初
期
か

備
に
つ
い
て
、

の
出
発
と
整

し
て
眺
め
る
時
、
近
肢
に
お

の
教
育
に
お
い
て
果
し

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
改
め
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